
白河第二中学校

学校だより

令和２年度、いよいよスタートです！

４月６日（月）、新年度がスタートしました。今年度は、総勢４２名の職員で子どもたち
の「学び」を支えてまいります。どうぞよろしくお願いします。（裏面参照）

ようこそ、白河二中へ！ ～ 令和２年度入学式 ～

４月６日（月）、厳粛な雰囲気の中、令和２年度入学式が行われました。今年度は、新型コロナウイル
スの感染拡大を防ぐため、例年とは違った形となりましたが、新入生の一人一人の姿から、これから始ま
る新しい生活に向けた希望と決意を感じることができました。また、生徒会長の草野心美さんから「白河
第二中学校の新しい伝統を一緒に創っていきましょう。」との歓迎の言葉がありました。それに応えて、
新入生代表の照井斗和さんが、中学校生活に向けた決意をしっかりと述べてくれました。

＜ １組～４組の集合写真です。 ※写真が小さくてごめんなさい (>_<) ＞

〈次週の予定〉
日 曜 主 な 行 事
13 月 放送朝会 生徒会専門委員会
14 火 尿検査（たかね ３年）

心電図検査（たかね、１年１・２組）
貧血検査（たかね、３年１～３組）

15 水 職員打合せ
16 木 職員会議 部活動中止日

尿検査（２年）

17 金 尿検査（１年）
心電図検査（１年３・４組）
貧血検査（３年４・５組）
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文 責 ： 校 長 小 林 敏 史

◇◇ 今週の言葉 ◇◇

「できるか、できないか」で悩まない！
大切なのは「やるか、やらないか」です。
その一歩を踏み出せた人だけが、
自分の夢に近づくことができるのですから。
「やらねば何もかわらない」でしょ？

～ 自分の夢に向かって一歩ずつ ～

始業式 校長式辞 ※抜粋

さて、新しい１年のスタートにあたって、昨年のことをちょっと思い浮かべてみてください。
昨年１年間、一番楽しかったこと、嬉しかったこと、悲しかったこと、悔しかったことは何でし

ょうか。様々なことがあったと思いますが、新しい１年をスタートするときは、それらのことを一
度リセットしましょう。特に、悔しい、悲しい、後悔している出来事。起きてしまった過去の出来
事は、どんなに悔やんでみたところで変えられません。そのことにいつまでも縛られて、悔やんだ
り愚痴をこぼしても何も変わりません。そんなことをしていたら、暗い１年になってしまいます。

楽しいことも同じ。思い出として心に残すことは大いに結構ですが、「あの時は良かったな」と
引きずりすぎると「それに比べて今は楽しくない」という、悪い比較をしてしまいます。

ただし、リセットするということは、きれいに消し去ることではありません。心の引き出しにき
ちんとしまっておくことです。新しい年を迎えるときは、新しい引き出しを開けて、これから起こ
る様々な出来事を通して感じたこと、思ってこと、考えたことをきちんと入れていきましょう。前
の年の引き出しが開いたままだと、今お話ししたように引きずってしまいます。きちんと閉めてお
きましょう。そして時々開けて、自分の行動を正す参考にしましょう。

つまり「あの時はこうだった。だから今回はこうすればいいんだ」「こうすればもっとうまくい
くはずだ」というように、前向きに考え、やるべきことを一つ一つ実践することです。

体育館に掲げられた「やらねば何もかわらない」というスローガンにもあるように、自分の経験
を活かし、考え、しっかりと決意して勇気を持って行動を起こす。このことを大切にしてください。

これから始まる１年間という時間が皆さんにとって、かけがえのない最高の１年になる事を心か
ら願っています。


